
圃場の測量は、GNSS 1台で全て対応。余裕をもって作
業が出来るので、工期に追われることもなくなりました。

導入事例

圃場整備を効率的に施工する
ためのソリューションを探して
いました。

外山様：約十万m2の圃場の区画整理工事
で、傾斜地の勾配を3%から1.5％まで緩く
して作業効率を良くしています。毎年請け
負っており、新旧合わせて3圃場やっていま
す。更に今年は、浸透水を処理する暗渠排水
工という作業を請け負っており、工期内で完
了させるために効率化に取り組んでいます。

北海道の厳しい環境だからこ
そ活きるGNSS測量。

外山様：工期は5月中旬から10月中旬位
までですが、北海道でも6月は雨も多いで
すし、７～8月に集約してやらなければなり
ません。作業員ですが、バックホー、ブル、ス
クレープドーザー
の各重機オペレー
ターと、周りに道路
や用水と排水を設
置する人員が必要
ですから、10名位
で一つの圃場作業
に当たっています。

作業効率が飛躍的に上がる
SP80だから決めた。

外山様：出来高管理が1人で出来るという
のが決め手でした。従来トータルステーショ
ンを使って2名で1日以上かかっていた作業
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が、SP80だと1人だけで、半日で出来るよう
になりました。トータルステーションだと、こ
の現場のように起伏が多くてプリズムマンが
見えない場所もありますからね。

下田様：当初基準
点などの併合時に
誤差が認められた
のですが、アプリ
ケーションをアップ
デートしたら、誤差
が小さくなりまし
た。これで使ってい
ける可能性を感じま
したね。

効率化した時間で他の仕事が
出来るのが有難い。

外山様：去年までと比較して、今年は測量が
速いですね、施工完成時の品質管理も簡単
で速い。これだけ広い所でもデータ変換して
1人で計測して、パソコンに入れれば、面積が
直ぐに出てきますからね。効率化した時間で
技術屋も違う仕事もできる。

下田様：特に復元は、ポイントを入力している
ため直ぐ出せるので、すごく楽ですよ。1人で
できるから本当に早い。

施工データを活用すれば、不
意の施工にも対応できる。

外山様：造成中に、地下水が出てくることが
多いのですが、水が出たら、その場所のポイ

ント、ポイントを
拾ってデータ作成
する。それで「その
ラインは、こうゆう
風に水を処理しよ
う」という議論が
簡単に出来ますよ
ね。処理地のすぐ
隣でも出るという
場合も多々あるの
ですが、前回の施工データが残っていますか
ら「このラインがあるから、こっちにずらそう」
とか検討が出来る。検討したら、すぐ測量に入
れます。本当に短時間で済みますね。

SP80は土工の現場ならどこ
でも持っていけますね。

外山様：この現場が終わったら、SP80を違
う現場に持っていく予定です。この器械の精
度なら、土工に関しては、どこの現場でも使え
ると思うんですね。例えば、川の護岸でも使
えると思います。そういえば今日、他の現場
から「そっちの現場のGNSSいつごろ終わる
の」と問い合わせ連絡がありました。引っ張り
だこです。
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